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※概要（Summary）： 

 光の持つ力は非常に微弱ではあるが，強く集光する

ことで，光ピンセットなどに利用されており，また，

宇宙空間では太陽光の放射圧で加速する「IKAROS」

の実証実験が行われ，光エネルギーの力学的な利用が

確認された．本研究では，強い集光を必要としない，

低密度光の放射圧を利用した微粒子分離技術につい

て検討を行った． 

 
※実験（Experimental）： 

 高速大面積電子線描画装置・マスク・ウェーハ自動

現像装置群を用いて作製したフォトマスクを用い，光

リソグラフィ装置によってシリコン基板上に厚さ 50 

μm の DFR (ドライフィルムレジスト) のパターンを

形成した．この DFR には流路のパターンが形成され

ている．DFR の屈折率は 1.60 であり，シール用に屈

折率 1.41 の PDMS (polydimethilysiloxane) を用い

ることで，デバイス面方向から照射された光を DFR

層に閉じ込める導波路構造となる．デバイスは 20 mm

角，流路の幅は500 μmとした．光源には波長1064 nm

の DPSS レーザーを用い，シリンドリカルレンズを用

いてデバイス面方向にのみ集光して，DFR 層内を光

が伝播するように側方から入射した． 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

図 1 にポリスチレン粒子の流路内での分布を示す．

光は図中左側から照射されており，粒子が右側，即ち

光の進行方向に力を受けて移動していることが分か

る．この結果より，粒子の移動がサイズに依存して大

きいほど移動量が多いこと，並びに本デバイスの有効

性を確認した． 

 

 

 

 
※その他・特記事項（Others）： 

今後は血球の分離を行う予定である． 
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関連特許（Patent）： 

特になし 

Fig. 1 Particle transportation by optical radiation

pressure depending on size. 


